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全日制 (1)普通科等 

Ⅰ 学校・学科・教育制度の現状 

ⅰ 全日制の課程 

１ 学科等の現状 

(1)普通科等 

    青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

    （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 今後とも、グローバル・リーダーとして社会を牽引する人財や社会人・職

業人として自立し、地域を支え、社会に貢献する人財等の育成に取り組む必

要がある。このため、各高等学校が連携しながら、選抜性の高い大学への進

学対応、高等学校卒業後の就職への対応等、幅広い教育を提供する役割が一

層求められる。 

○ また、変化し続ける社会環境や高等学校教育を巡る状況に対応するため、

中学生や保護者のニーズを踏まえた上で、理数科、英語科、外国語科、スポ

ーツ科学科及び表現科については、専門学科としての設置意義を改めて見直

し、検討する必要がある。 

○ 普通科等においては、各地域の実情に応じた教育活動、グローバル教育や

理数教育の取組等、各高等学校において特色ある教育活動に取り組むととも

に、望ましい勤労観・職業観を涵養し、地域や社会に貢献する態度を育むな

ど、キャリア教育の充実を図ります。 

○ 各高等学校が連携しながら、大学等への進学対応や就職への対応等、生徒

の幅広い進路志望に対応する指導に取り組みます。 

○ 理数、外国語、スポーツ科学、表現の普通科系の各専門学科においては、

社会の変化や生徒の興味・関心、進路志望の多様化に対応してきましたが、

それぞれの学科が設置された当時とは高等学校教育を巡る環境が変化してき

ていることから、専門学科としての役割、中学生のニーズ等を十分に検証

し、設置意義を改めて見直します。 



 

２ 

 

① 普通科 

①普通科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      普通教育を主とする学科。国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体

育、芸術、外国語、家庭、情報などの教科・科目を中心に学習する。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：２６校） 

地区 学校名(R5 募集人数) 

東青 青森(240)、青森西(240)、青森東(240:○単 )、青森北(160)、青森南(160)、浪岡(70) 

西北 五所川原(160)、鰺ヶ沢(40)、五所川原工科(70) 

中南 弘前(240)、弘前中央(240)、弘前南(200:○単 )、黒石(120) 

上北 三本木(240)、三沢(240)、野辺地(80)、百石(80)、六ヶ所(40)、 

三本木農業恵拓(70) 

下北 田名部(200:○単 )、大間(70) 

三八 八戸(240)、八戸東(200)、八戸北(240:○単 )、八戸西(200)、三戸(40) 

（○単 は単位制、それ以外は学年制） 

  

○ 今後は、グローバル教育や理数教育、医学部医学科進学等に重点的に取り

組む学校や、各地域の実態に根ざした教育活動に取り組む学校など各高等学

校の特色化を図り、生徒の多様な進路志望に対応する必要がある。 

  各高等学校の特色化に当たっては、単位制の導入により選択科目の充実等

を図ることのほか、職業に関する専門科目を履修できるコース等の設置につ

いて検討する必要がある。 



 

３ 

 

全日制 (1)普通科等 

    エ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 
※1 志望倍率は、募集人数に対する進路志望第１次調査（前年１１月実施）の志望者数の割合 
※2 志願倍率は、募集人数に対する青森県立高等学校入学者選抜の志願者数の割合 

（以下、他学科も同じ） 

  



 

４ 

 

① 普通科 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める普通科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                  （人） 

 

 

 

 （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

※「大学等進学」とは、大学、短期大学、放送大学、高等学校 

 専攻科等への進学。 

 「専修学校進学」とは、専修学校、各種学校、公共職業能力 

 開発施設等への進学。 

 「その他」とは、家事手伝いをしている者、外国の大学等に 

 入学した者、進路が未決定の者等。 
 
〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 
 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 
 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

※進学しかつ就職した者等を含む（３人） 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

５ 

 

全日制 (1)普通科等 

②理数科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      科学及び数学における基本的な概念、原理・法則などについての系統的

な理解を深め、科学的、数学的に考察し表現する能力と態度を育て、創造

的な能力を高めることを目指す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：１校） 

地区 学校名(R5 募集人数) 

西北 五所川原(40) 

 

    エ 志望・志願状況 

 

          （進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

※平成 26 年度から普通科とのくくり募集 

  

○ 科学技術系人材の育成に向け、学校教育全体で理数教育を充実するた

めの取組が一層求められている。このような状況の中、理数科について

は、設置意義、普通科単位制への転換による選択科目としての充実等を

含め、その役割を改めて見極め、検討する必要がある。 



 

６ 

 

② 理数科 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める理数科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

               （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

７ 

 

全日制 (1)普通科等 

③外国語科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度の育成を図り、情報や考えなどを的確に理解

したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養うことを目指す学

科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：１校） 

地区 学校名(R5 募集人数) 

東青 青森南(40) 

 

    エ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  

○ グローバル化の進展の中で、学校教育全体として、真に使える英語の

能力を身に付けることが求められており、全ての高等学校でグローバル

化に対応した英語教育に取り組む必要がある。このような状況の中、英

語科及び外国語科については、設置意義、くくり募集の導入、学校全体

を国際理解教育の中核的役割を担う学校として位置付けること、普通科

単位制への転換による選択科目としての充実等を含め、その役割を改め

て見極め、検討する必要がある。 



 

８ 

 

全日制 (1)普通科等 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める外国語科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                            

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

 
  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

９ 

 

全日制 (1)普通科等 

④スポーツ科学科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      心と体を一体としてとらえ、スポーツについての専門的な理解及び高度

な技能の習得を目指した主体的、合理的、計画的な実践を通して、健やか

な心身の育成に資するとともに、生涯を通してスポーツの振興発展に寄与

する資質や能力を育て、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てるこ

とを目指す学科。 
 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：３校） 

地区 学校名(R5 募集人数) 

東青 青森北(40) 

中南 弘前実業(40) 

三八 八戸西(40) 

 

    エ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  

○ 今後とも、高等学校教育のみならず、県全体として、生涯を通してス

ポーツの振興・発展に寄与する人財を育成することが求められる。この

ような状況の中、スポーツ科学科については、高等学校卒業後の進路等

の現状を踏まえながら、設置意義等その役割を改めて見極め、検討する

必要がある。 



 

１０ 

 

④ スポーツ科学科 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占めるスポーツ科学科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

 

                 （人） 

 

 

 

                 （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

１１ 

 

全日制 (1)普通科等 

⑤表現科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      表現に関する専門的な学習を通して、積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を養いながら、豊かな情操と創造性を育成することを目指

す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：１校） 

地区 学校名(R5 募集人数) 

三八 八戸東(30) 

 

    エ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  

○ 生徒の多様な興味・関心等への対応を目的として設置された学科であ

るが、近年、生徒の進路志望には、普通科の生徒と同様に大学進学を目

指す傾向が見られる。このような状況の中、表現科については、設置意

義、普通科単位制への転換による選択科目としての充実等を含め、その

役割を改めて見極め、検討する必要がある。 



 

１２ 

 

⑤ 表現科 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める表現科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

 

                 （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

１３ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

(2)職業教育を主とする専門学科 

    青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

    県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

    （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 技術革新の進展等に伴い、産業界で必要な専門知識や技能が高度化す

るとともに、従来の産業分類を超えた複合的な産業が発展していること

から、職業人として求められる基礎的・基本的な知識・技能に加え、職

業の多様化に対応できる資質・能力を育み、高等学校卒業後も学び続け

る態度を身に付ける必要がある。 

○ また、大学等へ進学する生徒が増加してきており、高等学校段階で身

に付けるべき学力の確実な習得を図るとともに、専門的な資格の取得を

目指した教育活動等、大学との接続も視野に入れた職業教育の充実に取

り組む必要がある。 

○ 今後の生徒数の急激な減少に対応しながら教育活動の充実を図るため

には、各専門分野における幅広い学習内容を提供する学校の設置や、各

学校が連携する体制の整備が必要である。 

  また、幅広い視野を培い、社会人・職業人としての意識を高める教育

活動を展開するため、一つの学科・学校としてだけでなく、他の学科・

学校や地域の産業界等との一層の連携に努める必要がある。 

○ 社会の要請等により専門化・細分化してきた学科については、これか

らの時代に求められる力を育むため、地域の産業構造に留意しつつ、各

専門分野の基礎・基本を重視した学科への見直しを検討する必要があ

る。 

○ 職業教育を主とする専門学科においては、職業人として求められる基礎的

・基本的な知識・技能に加え、職業の多様化に対応できる資質・能力、高等

学校卒業後も学び続ける態度を育みます。 

○ 高等学校段階で身に付けるべき学力の確実な習得や専門的な資格取得を目

指した教育活動等、大学との接続を視野に入れた取組を進めるとともに、地

域、企業、他の学校との連携等を推進します。 

○ 社会の要請等により専門化・細分化してきた学科については、地域の産業

構造に留意しつつ、各専門分野の基礎・基本を重視した学科への見直しを検

討します。 

○ 本県の県立高等学校では設置していない情報及び福祉に関する学科につい

ては、生徒数が減少する中にあって、中学生のニーズ、就業状況等を踏ま

え、専門学科としての設置の必要性を検討します。 



 

１４ 

 

① 農業科 

①農業科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、農業の

社会的な意義や役割について理解させるとともに、農業に関する諸課題を

主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、持続的かつ安定的な農業

と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てることを目指す学

科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：４校） 

 

 

  

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

西北 五所川原農林 生物生産(35)､森林科学(35)､環境土木(35)､食品科学(35) 

中南 柏木農業 生物生産(35)､環境工学(35)､食品科学(35)､生活科学(35) 

上北 三本木農業恵拓 植物科学(35)､動物科学(35)､環境工学(35)､食品科学(35) 

三八 名久井農業 生物生産(35)､環境システム(35) 

○ 今後は、農業に関する幅広い学習内容を提供できる学校を設置し、寄宿舎

の活用などによって、より広い地域から入学者を受け入れることが可能とな

る方法を検討するとともに、それ以外の農業科においても、各地域の特色に

応じた農業を学ぶことに主眼を置くなど、県全体としての在り方を検討する

必要がある。 

○ また、環境保全型農業の実施や農業の６次産業化等、これからの農業経営

に必要な力を身に付けるため、大学等への進学に向けた指導や、地域、大

学、営農大学校、他の学校等との連携・協力を推進する必要がある。 



 

１５ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    エ 小学科の概要 

小学科名 学科の概要 
学科に関係する科目 

（学校設定科目を除く） 

生物生産 農業生産に関する知識、技術のほか、環境保全型農

業や植物バイオテクノロジー等について学習。 

作物、野菜、果樹 

植物科学 作物生産や植物バイオテクノロジー、施設園芸等に

ついて学習。 

作物、野菜、草花 

森林科学 森林の育成のほか、森林環境保全や林産資源活用に

ついて学習。 

森林科学、森林経営、 

林産物利用 

動物科学 牛･豚･鶏等の家畜生産や畜産経営、馬や愛玩動物等

の管理と活用について学習。 

畜産、食品製造、 

飼育と環境 

環境工学 農業機械や造園のほか、環境保全型農業などについ

て学習。 

農業機械、農業土木施工、

測量 

環境土木 農業土木のほか､地域環境の創造や保全等について

学習。 

農業土木設計、農業土木 

施工、測量 

環境ｼｽﾃﾑ 都市近郊農業に対応し、施設園芸の生産・経営及び

生産設備について学習。 

栽培と環境、農業機械、 

草花 

食品科学 食品の製造・分析・管理及び流通に関する知識、技

術について学習。 

食品製造、食品化学、 

食品微生物 

生活科学 食生活や被服、フラワーアレンジや園芸福祉等のヒュ

ーマンサービスに関する知識、技術について学習。 

草花、生物活用 

 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  



 

１６ 

 

① 農業科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める農業科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                                  （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

 

※進学しかつ就職した者等を含む（４人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

１７ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

②工業科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、現代社

会における工業の意義や役割を理解させるとともに、環境及びエネルギー

に配慮しつつ、工業技術の諸問題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもっ

て解決し、工業と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる

ことを目指す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：６校） 

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

東青 青森工業 機械(35)､電気(35)､電子(35)､情報技術(35)､建築(35)､ 

都市環境(35) 

西北 五所川原工科 機械(35)､電子機械(35)､電気(35) 

中南 弘前工業 機械(35)､電気(35)､電子(35)､情報技術(35)､土木(35)､建築(35) 

上北 十和田工業 機械･エネルギー(35)､電気(35)､電子(35)､建築(35) 

下北 むつ工業 機械(35)､電気(35)､設備･エネルギー(35) 

三八 八戸工業 機械(35)､電気(35)､電子(35)､土木(35)､建築(35)､材料技術(35) 

  

○ 今後は、基幹となる学科（機械、電気、電子、建築、土木）を中心

に、基礎的・基本的な知識・技能を身に付けながら、新しい技術も学ぶ

ことのできる学校を設置するとともに、それ以外の工業科においても、

各地域の産業構造に合わせた学習内容を引き続き提供できるよう、その

在り方を検討する必要がある。 

○ また、高度な技術を身に付けた工業技術者や研究者の育成に向け、大

学等への進学を目指した工業高校の在り方について検討するとともに、

進路意識や学習意欲の向上等のため、大学、企業等との連携・協力を推

進する必要がある。 



 

１８ 

 

② 工業科 

    エ 小学科の概要 

小学科名 学科の概要 
学科に関係する科目 

（学校設定科目を除く） 

機械 機械の設計、製作、各種切削加工、溶接、鋳

造、組立技術のほか、マシニングセンタ等の自

動加工技術について学習。 

機械工作、機械設計、 

原動機 

電子機械 機械と電子についての知識、技術のほか、ロボ

ットの操作やコンピュータ制御による工作技術

などのメカトロニクスについて学習。 

機械工作、機械設計、 

プログラミング技術 

電気 発電や送電、電気配線工事に関する知識、技術

のほか、発電機や電動機の仕組みなどについて

学習。 

電気回路、電気機器、 

電力技術 

電子 電気、電子の知識に基づく回路設計、電子機器

の製作技術のほか、情報通信の知識、技術を学

習。 

電子回路、通信技術、 

電子計測制御 

情報技術 コンピュータの仕組みやプログラミング等の利

用、データ通信のほか、マルチメディア、データ

ベースなどの技術革新に対応できる情報処理技術

について学習。 

プログラミング技術、 

ハードウェア技術、 

コンピュータシステム技術 

土木 道路、鉄道、上下水道などの社会基盤整備に関

する技術のほか、環境保全や測量について学

習。 

測量、土木構造設計、 

土木施工 

都市環境 土木に関する教育内容のほか、都市環境やエネ

ルギーについて学習。 

工業環境技術、測量、 

土木構造設計 

建築 建築物の設計や建築工事にかかわる知識、技術

を学習。 

製図、建築構造、 

建築構造設計 

機械･エネルギー 機械に関する教育内容のほか、電気自動車や燃

料電池、太陽光など環境やエネルギーについて

学習。 

機械工作、機械設計、 

エネルギー・環境 

設備･エネルギー 各種設備機器、配管等に関する教育内容のほ

か、環境やエネルギー全般について学習。 

設備計画、エネルギー概

論、エネルギー技術 

材料技術 金属・セラミックス・プラスチック素材の性

質、作り方、加工方法の基礎やリサイクル活

用、エネルギー資源などを学習。 

工業材料技術、材料工学、

材料加工 

  



 

１９ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  



 

２０ 

 

② 工業科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める工業科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                  （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

  

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

２１ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

③商業科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、ビジネ

スの意義や役割を理解させるとともに、ビジネスの諸活動を主体的、合理

的に、かつ倫理観をもって行い、経済社会の発展を図る創造的な能力と実

践的な態度を育てることを目指す学科。 
 
    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：５校） 

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

東青 青森商業 商業(160)､情報処理(40)       ※商業科と情報処理科でくくり募集 

中南 黒石 情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ(40) 

弘前実業 商業(80)､情報処理(40) 

上北 三沢商業 商業(80)､情報処理(40)        ※商業科と情報処理科でくくり募集 

三八 八戸商業 商業(80)、情報処理(40) 

 
    エ 小学科の概要 

小学科名 学科の概要 
学科に関する科目 

（学校設定科目を除く） 

商業 簿記や情報処理の専門知識を習得し、実社会で役に

立つビジネスの仕組みについて学習。 

マーケティング、財務会

計Ⅰ、原価計算 

情報処理 プログラマーなどのコンピュータ技術者を目指し、

コンピュータに関する知識について学習。 

ソフトウェア活用、プロ

グラミング、ネットワー

ク活用 

情報デザイン 様々なデザインの分野において活躍していける基礎

的な知識、技術を習得。 

ビジネス・コミュニケー

ション、マーケティン

グ、商品開発と流通 

 

  

○ 今後は、商業の学習分野であるマーケティング、ビジネス経済、会

計、ビジネス情報の４分野に関する科目を幅広く開設し、商業科目を学

習する普通科、総合学科等を含めた県全体の商業教育を牽引する学校を

設置するとともに、それ以外の商業科においても、地域経済の発展に貢

献する力を育成することができるよう、その在り方を検討する必要があ

る。 

○ また、公認会計士、税理士など、将来、商業分野のスペシャリストと

なりうる人財の育成に向け、高等学校と大学の７年間を継続した専門教

育の充実を図るとともに、県全体としての商業教育の充実に向け、他の

学校、地域、企業等との連携・協力を推進する必要がある。 



 

２２ 

 

③ 商業科 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  



 

２３ 

 

③ 商業科 全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める商業科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

２４ 

 

④ 水産科 

④水産科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      水産や海洋の各分野における基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、

水産業及び海洋関連産業の意義や役割を理解させるとともに、水産や海洋

に関する諸課題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、持続的

かつ安定的な水産業及び海洋関連産業と社会の発展を図る創造的な能力と

実践的な態度を育てることを目指す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：１校） 

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

三八 八戸水産 海洋生産(35)､水産食品(35)､水産工学(35) 

 

    エ 小学科の概要 

小学科名 学科の概要 
学科に関する科目 

（学校設定科目を除く） 

海洋生産 漁船・商船の船長となるための知識、技術や漁獲

の方法について学習。 

漁業、航海・計器、 

船舶運用 

水産食品 食品加工品の製造方法の知識、技術、生産者から

消費者までの流通機構の仕組みなどについて学

習。 

食品製造、食品管理、 

水産流通 

水産工学 エンジン・電気・冷凍機などの船舶や工場の機関

関係、マシンオペレータについて学習。 

船用機関、機械設計工作、

電気理論 

     ※ 専攻科（漁業科・機関科）を設置。海技従事者に必要な知識・技術を学び、上級海技

士免許取得を目指す。 

 

  

○ 今後とも、本県の水産業の振興に向け、安全・安心な食料供給産業の

担い手を育成するとともに、水産教育を通して生きる力を育み、地域を

支える人財を育成する必要がある。 

○ 水産業の６次産業化等、これからの水産業を担うために必要な力を身

に付けるため、大学や専攻科への進学による専門性の向上、地域や他の

学校との連携・協力を推進する必要がある。 

○ 専攻科においては、海技士（航海・機関）などの人財を引き続き育成

する必要がある。 



 

２５ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

 

  



 

２６ 

 

④ 水産科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める水産科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 
 

※「その他」は専攻科 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 
 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 
 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

２７ 

 

全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

⑤家庭科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      家庭の生活にかかわる産業に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得

させ、生活産業の社会的な意義や役割を理解させるとともに、生活産業を

取り巻く諸課題を主体的、合理的に、かつ倫理観をもって解決し、生活の

質の向上と社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てることを

目指す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：２校） 

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

中南 弘前実業 家庭科学(40)､服飾デザイン(40) 

上北 百石 食物調理(40) 

 

    エ 小学科の概要 

小学科名 学科の概要 
学科に関する科目 

（学校設定科目を除く） 

家庭科学 フードデザイン、保育基礎、食文化、生活と福祉

など生活文化に対する知識と技能を習得。 

生活と福祉、フードデザイ

ン、食文化 

服飾デザイン ファッション造形、ファッションデザイン、服飾

文化などファッションに関する知識と技能を習

得。 

服飾文化、ファッション造

形、ファッションデザイン 

食物調理 調理師として必要な調理実習、栄養、食品衛生、

公衆衛生などについて学習。 

調理、栄養、食品衛生 

 

  

○ 今後とも、少子高齢化や雇用環境の変化などに伴い、生活産業の変化

が予想されることから、地域の生活産業を支える人財を育成するため、

これらの変化に対応した学科の在り方を検討する必要がある。 

○ 「食」や「服飾」などの専門分野の特色ある学習を通して、これから

の時代に必要となるコミュニケーション能力や課題解決能力などを育む

ため、小学校・中学校や地域等と連携した活動を推進する必要がある。 



 

２８ 

 

⑤ 家庭科 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 
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⑤ 家庭科 全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める家庭科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

               （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 
 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 
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⑥ 看護科 

⑥看護科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

    イ 大学科の概要 

      看護に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、看護の本質と社

会的な意義を理解させるとともに、国民の健康の保持増進に寄与する能力

と態度を育てることを目指す学科。 

 

    ウ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：１校） 

地区 設置校 小学科(R5 募集人数) 

中南 黒石 看護(40) 

     ※専攻科を設置。５年一貫教育により、国家試験の受験資格を得ることができる。 

 

    エ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  

○ 今後とも、地域の病院等の協力を得ながら、安定した看護師養成機関

として、専攻科と一体になった５年一貫教育による看護師養成に取り組

む必要がある。 

○ 専攻科修了後の大学編入については、国の制度改正を踏まえ、生徒の

進路選択の充実に向け、適切に対応する必要がある。 
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全日制 (2)職業教育を主とする専門学科 

    オ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める看護科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                 （人） 

 

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 
 

※「その他」は専攻科 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 
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⑥ 看護科 

 

（参考：専攻科卒業生の進路状況） 

（令和４年３月卒業者）      （人） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〔専修学校進学〕 

 

 

 

 

〔就職〕 

 

 

 

 

（県教育庁高等学校教育改革推進室調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 

（％） 
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全日制 (3)総合学科 

(3)総合学科 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

      （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ウ 大学科の概要 

      普通教育を主とする学科である「普通科」、専門教育を主とする学科で

ある「専門学科」に並ぶ学科として制度化。 

      普通教科と専門教科の科目を幅広く開設し、生徒の主体的な選択による

学習を通して、将来の生き方や進路に関する自覚を深め、職業観を育成す

ることを目指す学科。 

 

    エ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：４校） 

地区 設置校 系列※（R5 募集人数） 

東青 青森中央 人文科学、自然科学、生活科学、情報ビジネス、美術    (200) 

西北 木造 人文科学、自然科学、流通ビジネス、情報システム     (160) 

上北 七戸 人文科学、自然科学、情報ビジネス、福祉健康       (120) 

下北 大湊 人文科学、自然科学、情報ビジネス、健康福祉       (160) 

     ※系列 … 各高校が開設している科目について、生徒の科目選択の参考になるように関

連する科目毎にまとめたもの。 

  

○ 普通科等及び職業教育を主とする専門学科に並ぶ選択肢として、大学

進学志望者や就職志望者に対応できる教育課程を編成し、課題解決型学

習を通した主体的な学習のさらなる充実を図る必要がある。 

  このため、生徒のニーズを踏まえた系列となるよう見直しを進めると

ともに、多様な選択科目の開設に向けて一定の規模とすることや、教

員、施設・設備、運営費等の充実に加え、外部講師等の活用などについ

ても検討する必要がある。 

○ また、総合学科としての教育内容の多様化を図ることが難しくなる場

合には、他学科への改編を含め検討する必要がある。 

  さらに、総合学科以外の学校・学科を総合学科に改編することについ

ては、今後の生徒のニーズ等を踏まえ検討する必要がある。 

○ 総合学科においては、普通科等及び職業教育を主とする専門学科に並ぶ選

択肢として、大学進学志望者や就職志望者に対応できる教育課程を編成し、

課題解決型学習による主体的な学習の充実を図ります。 

○ 系列については、生徒のニーズ等を踏まえ見直します。 

  また、多様な選択科目の開設に向けた教育環境の整備に加え、社会人や地

域の有識者を講師として活用すること等に取り組みます。 

○ 総合学科から他学科への改編及び他学科から総合学科への改編について

は、生徒のニーズ等を踏まえ検討します。 
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(3)総合学科 

    オ 志望・志願状況 

 

（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  



 

３５ 

 

全日制 (3)総合学科 

    カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

〔全日制課程卒業者に占める総合学科の割合〕 

 

 

 

〔進路状況〕 

                                  （人） 

 

 

 

               （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 
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各高等学校に求められる教育環境の充実 (1)全ての高等学校に共通して求められる教育環境 

２ 各高等学校における教育環境の充実 

(1)全ての高等学校に共通して求められる教育環境 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

      （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 今後とも、生徒数が減少していく中にあって、各高等学校において

は、学習内容を充実させるとともに、課題の発見と解決に向けて主体的

・協働的に学ぶアクティブ・ラーニング等による教育実践を進め、「確

かな学力」を育む必要がある。 

○ このため、次のような教育環境を整備し、それぞれの役割に応じた人

財育成に向け、各高等学校が連携しながら特色ある教育活動をさらに充

実させ、本県高等学校教育全体の質の確保・向上を図る必要がある。 

○ 各高等学校においては、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を

図るとともに、探究型学習等を通して課題解決能力を育成するなど、こ

れからの時代に求められる力を生徒一人一人が身に付けるため、高等学

校に求められる教育活動のさらなる充実に向けた教育環境の整備に努め

る必要がある。 

○ 高等学校は、中学校卒業後のほぼ全ての者が、社会で生きていくために必

要となる力を共通して身に付けるとともに、自立に向けた準備期間を提供す

ることのできる最後の教育機関であることから、「確かな学力」、「逞しい

心」や学校から社会への円滑な移行に必要な力等を身に付けることが重要に

なっています。 

このため、生徒数が減少していく中にあっても、全ての高等学校におい

て、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して、創意工夫

を生かした特色ある教育活動を展開しながら、社会人・職業人として自立し

ていくために必要な能力や態度を養うことができる教育環境を整備します。 
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各高等学校に求められる教育環境の充実 (1)全ての高等学校に共通して求められる教育環境 

    ウ 主な取組等 

■ 深い学びにより主体的に未来を切り拓く高校生育成事業 

（平成２９～３０年度） 

【目的】生徒の学力向上、教師の資質向上、県内大学等との連携強化に向け、

以下の取組を実施。 

○ 深い学び研究協議会の実施 

・ 教員の資質向上を図る実践的研究協議会の開催 

・ 県内６地区の普通高校で採用後５年から１０年程度の将来の中核教員を

中心にＷＧを形成（教員ネットワーク） 

・ 指導事例を配布し取組を普及 

○ 深い学び探究プログラム 

・ 県内大学や企業の研究施設等と連携した２泊３日の理数体験合宿 

・ 能力育成ワークショップの実施 

○ 深い学び研究指定校の採択 

・ 県内６地区の普通高校１２校を研究指定校とし、探究的学習活動を中心

とした実践的授業研究 

・ 県内大学や企業の研究施設等との連携を推進 

・ 次期学習指導要領「総合的な探究の時間」の先進的取組を推進 

○ 深い学び合同発表会 

・ 県内高校の様々な成果発表会を一堂に会して実施課題研究の先進的取組

を行う高校（理数・農業・工業・商業・家庭等）の研究発表 

・ 各校教員が参加することで全県に波及、中学生参加による意識醸成 
 

■ 未来社会を切り拓く高校生の資質・能力育成事業（令和元～２年度） 

【目的】予測困難な時代に、青森県の課題解決につながる、未来社会を主体的

に切り拓いていく人財を育成するため、以下の取組を実施。 

○ 研究指定校による地域課題解決に向かう資質・能力育成事業 

各地区に研究指定校を置き、実践事例を蓄積・普及。 

・ 地域で連携した取組の推進 

地域資源の活用や地域課題等を扱う教科等横断的な学習 

重点校を中心に、地区の学校間で連携した生徒交流及び教員研修 

・ ＩＣＴ活用の推進 

各教科等でのＩＣＴを活用した情報活用能力の育成を図る授業実践 

・ 探究する学習の推進 

問題発見・解決能力の育成を図る授業研究 

「総合的な探究の時間」、「理数探究」の実践研究 

○ 総合研究発表会 

各地区や各学科等が一堂に会し、互いが切磋琢磨することで、教科等横断

的学習の深化と青森県の課題解決に向けた新しいアイディアの創出を図る。 

・ 各地区の研究指定校及び専門高校等の研究発表会 

・ 中学生、保護者、地域にも案内し、高校生の取組を発信 

※ 総合研究発表会については、令和３年度以降、「進学力を高める高校支援

事業」の中で継続実施。  
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(1)全ての高等学校に共通して求められる教育環境 

 

■ 地域と連携したキャリア教育推進事業（令和元～２年度） 

【目的】学校・企業の自主的な取組の促進、早期離職の防止、県内就職という

選択肢の増加、県内企業で働くイメージの確立に向け、以下の取組を実

施。 

○ キャリア形成育成プログラム 

生徒一人一人が自らの生き方を考え、社会的・職業的自立ができるように

するための生徒の様々なキャリア教育の活動を記録・蓄積し、自己の活動を

振り返るための教材及び指導事例を作成する。小・中・高校から大学等、就

職や将来の生き方へのつながりを意識した各学校における系統的なキャリア

教育を推進。 

・ 研究協議会の開催等 

・ あおもり県版キャリア・パスポート及び指導事例集の作成 

○ 地域を支える人財育成プログラム 

・ 専門高校（農業・工業等）の生徒を対象に県内企業で働く先輩方（若手

・中堅・ベテラン）との座談会や外部講師による講演会を実施し、県内企

業におけるキャリア形成や県内企業で働くことに対するイメージを持つこ

とで、県内企業に対する理解を深める。 

（座談会・講演会等の実施、学校ごとに実施） 

・ 専門高校（農業・工業等）を対象に先端技術を有する県内企業の見学を

行い、生徒・教員・保護者が県内企業への理解を深めることで、専門高校

の特色を活かした企業選択、県内定着につなげる。 

（学校ごとに実施、生徒・教員・保護者を対象に実施） 

○ 県内企業理解促進プログラム 

県内の高校（特別支援学校、私立高校含む）の生徒・教員・保護者による

県内企業の訪問や、企業の採用担当者等との交流会の実施をとおして、高校

と県内企業の相互理解を促進。 

（県内６地区で実施、交流会と企業見学を１日で実施） 

  



 

３９ 

 

各高等学校に求められる教育環境の充実 (1)全ての高等学校に共通して求められる教育環境 

 

■ 産業教育の推進・人財育成事業（令和３～４年度）【商工労働部と連携】 

【目的】産業人財の育成・県内定着を図るため、高校における産業教育の充実

に資する取組や情報発信等、以下の取組を実施。 

○ 地元産業の研究 

・ 高校生による地元産業の研究 

・ 産業教育をサポートする地元企業リスト作成 

○ 県内産業教育機関のＰＲ 

・ 専門高校・大学の技術や研究の情報発信 

・ 中学生や保護者に対する産業教育のＰＲ 

○ 地元産業・企業の体験・紹介 

・ おしごと子どもチャレンジ 

（例）小中学生を対象とした県内企業体験 

農芸品製作、工業製品製作、測量体験、食品製造等 

・ オンリーワン企業等紹介（世界に誇れる青森発の技術） 

（例）あおもりＰＧ、あおもり藍、カルリン等 

・ すみよい青森魅力発信（食べ物・観光・暮らし等） 

○ 産業教育フェア 

・ フェア開催の周知広報活動 

・ プレ大会（令和３年度）の実施 

（ロボット競技、クッキング、ファッションショー、技能検定） 

・ 青森大会（令和４年度）の実施 

（コンテスト大会、発表会、作品展示、実演体験） 
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(2)重点校 

(2)重点校 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

      （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 今後とも、生徒数が減少していく中にあって、各高等学校において

は、学習内容を充実させるとともに、課題の発見と解決に向けて主体的

・協働的に学ぶアクティブ・ラーニング等による教育実践を進め、「確

かな学力」を育む必要がある。 

○ このため、次のような教育環境を整備し、それぞれの役割に応じた人

財育成に向け、各高等学校が連携しながら特色ある教育活動をさらに充

実させ、本県高等学校教育全体の質の確保・向上を図る必要がある。 

○ 普通科等において、選抜性の高い大学への進学に対応した取組ととも

に、医師や弁護士等の高度な国家資格の取得に向けた志を育成する取

組、グローバル教育や理数教育等の特定の分野の学習における先進的な

取組等、今後求められる人財の育成に向けた特色ある教育活動の中核的

役割を担う学校を「重点校」とし、その設置について検討する必要があ

る。 

○ 重点校の教育活動の充実のためには、生徒が主体的に選択して特定の

教科・科目を重点的に学習し、多様な進路志望に対応することを目的と

した単位制や、６年間の計画的かつ継続的な指導により、中学校段階か

らの探究的活動を通して、生徒の進路志望の達成を目指すことなどを目

的とした併設型中高一貫教育の拡充等についても検討する必要がある。 

○ 全ての高等学校に共通して求められる教育環境の整備に加えて、次のよう

な取組により、各高等学校が連携しながら特色ある教育活動を充実させ、本

県高等学校教育全体の質の確保・向上を図ります。 

○ 普通科等の高等学校において、選抜性の高い大学への進学に対応した取組

とともにグローバル教育や理数教育等の特定の分野の学習における先進的な

取組等、今後求められる人財の育成に向けた特色ある教育活動の中核的役割

を担う高等学校を普通科等の重点校（以下「重点校」という。）とします。 

○ 重点校が実施する教育活動への各高等学校の生徒の参加や、重点校の学習

成果の共有等により、重点校と各高等学校が連携し、県全体の普通科等にお

ける教育の質の確保・向上を図ります。 

○ 重点校の教育活動の充実のため、単位制や併設型中高一貫教育の拡充等に

ついて検討します。 



 

４１ 

 

各高等学校に求められる教育環境の充実 (2)重点校 

    ウ 主な取組等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４２ 

 

(2)重点校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「教育広報あおもりけん」より抜粋） 

 

 

 

  



 

４３ 

 

各高等学校に求められる教育環境の充実 (3)拠点校 

(3)拠点校 

    ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

      （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 今後とも、生徒数が減少していく中にあって、各高等学校において

は、学習内容を充実させるとともに、課題の発見と解決に向けて主体的

・協働的に学ぶアクティブ・ラーニング等による教育実践を進め、「確

かな学力」を育む必要がある。 

○ このため、次のような教育環境を整備し、それぞれの役割に応じた人

財育成に向け、各高等学校が連携しながら特色ある教育活動をさらに充

実させ、本県高等学校教育全体の質の確保・向上を図る必要がある。 

○ 職業教育を主とする専門学科において、特定の学科における専門科目

を幅広く学ぶことのできる学校を「拠点校」とし、その設置について検

討する必要がある。 

○ 具体的には、各地区の産業構造や今後の産業振興の方向性を踏まえ、

農業教育、工業教育、商業教育等の特定の学科における拠点校を設置

し、各学科における基礎的・基本的な知識・技能を身に付けるととも

に、専門科目を幅広く学ぶことが可能となるよう、その取組等を推進す

る必要がある。 

○ 全ての高等学校に共通して求められる教育環境の整備に加えて、次のよう

な取組により、各高等学校が連携しながら特色ある教育活動を充実させ、本

県高等学校教育全体の質の確保・向上を図ります。 

○ 農業科、工業科及び商業科の高等学校において、各地区の産業構造や今後

の産業振興の方向性を踏まえ、各学科における専門科目を幅広く学び、基礎

的・基本的な知識・技能を身に付けるとともに専門的な学習を深め、各学科

の学習の拠点となる高等学校を職業教育を主とする専門学科の拠点校（以下

「拠点校」という。）とします。 

・ 農業科の拠点校においては、農産物の生産に加え、生産を支える環境、

加工、流通等について学習できる環境を整備します。 

併せて、寄宿舎の活用を含め、より広い地域の生徒が拠点校で学習でき

る環境について検討します。 

・ 工業科の拠点校においては、基幹となる学科（機械、電気、電子、建

築、土木）を中心とした学科構成により、基礎的・基本的な知識・技能に

加え、新しい技術を学習できる環境を整備します。 

・ 商業科の拠点校においては、普通科、総合学科等を含めた県全体の商業

教育の拠点として、商業の学習分野であるマーケティング、マネジメン

ト、会計、ビジネス情報の４分野に関する科目を幅広く学習できる環境を

整備します。 

○ 拠点校が実施する教育活動への各高等学校の生徒の参加や、拠点校の学習

成果の共有等により、拠点校と各高等学校が連携し、県全体の職業教育を主

とする専門学科における教育の質の確保・向上を図ります。 



 

４４ 

 

(3)拠点校 

    ウ 主な取組等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４５ 

 

各高等学校に求められる教育環境の充実 (3)拠点校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「教育広報あおもりけん」より抜粋） 

 

 

  



 

４６ 

 

定時制・通信制 定時制 

ⅱ 定時制・通信制の課程 

１ 定時制の課程 

   ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

     （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

 

   ウ 概要 

     中学校を卒業して勤務に従事するなど様々な理由で全日制の高等学校に進

学できない青少年に対して高等学校教育を受ける機会を与えるため創設され

た制度。 

     近年においては、全日制課程からの転・編入学者や過去に高等学校教育を

受けることができなかった者など多様な入学動機や学習歴を持つ生徒が増え

てきている。 
 
    〔３部制の定時制の課程〕 

      午前、午後、夜間等の時間帯で授業を行う３つの部で構成される定時制

単位制高等学校。生徒はいずれかの部に所属し、４年で卒業することを基

本としつつ、仕事の時間や学習スタイルに合わせて、他の部の授業を受け

ることなどにより３年での卒業も可能となる。 
 
    〔夜間の定時制の課程〕 

      従前からある定時制課程の形態。概ね午後５時過ぎから午後９時頃まで

に４時間の授業を行い、生徒は４年で卒業することを基本としつつ、定通

併修により３年での卒業も可能となる。 

      ※定通併修 … 定時制の課程に在学している生徒が通信制の課程で一部の科目を履修

し、修得した単位を卒業に必要な単位に含めることができる制度。 

  

○ 定時制課程・通信制課程については、今後とも、様々な事情を抱える

生徒に高等学校教育を受ける機会を提供する役割を果たしていくため、

現状の配置の考え方を基本としながら、その充実について検討する必要

がある。 

○ 定時制課程においては、特別支援学校との連携やスクールソーシャル

ワーカー等専門スタッフの配置の充実を図るとともに、普通科から総合

学科への改編やコースの設定等について検討する必要がある。また、工

業科については、生徒のニーズを踏まえ、設置意義等を含め、検討する

必要がある。 

○ 定時制課程においては、生徒の多様な課題に対応するため、特別支援学校

等との連携を進めるとともに、スクールソーシャルワーカー等専門スタッフ

によるよりきめ細かな支援体制を整備するなど、教育環境の充実を図りま

す。 



 

４７ 

 

定時制・通信制 

   エ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：６校） 

    〔３部制の定時制の課程：３校〕 

地区 設置校 学科等(R5 募集人数) 

東青 北斗 普通科：午前部(40)、午後部(40)、夜間部(40) 

中南 尾上総合 総合学科：Ⅰ部(40)、Ⅱ部(40)、Ⅲ部(40)    ※Ⅰ部とⅡ部を合わせて募集 

     〔系列:普通、商業、工業〕 

三八 八戸中央 普通科：午前部(40)、午後部(40)、夜間部(40) 

 

    〔夜間の定時制の課程：３校〕 

地区 設置校 学科等(R5 募集人数) 

西北 五所川原 普通科(40) 

上北 三沢 普通科(40) 

下北 田名部 普通科(40) 

 

   オ 志望・志願状況 

 
（進路志望状況第一次調査、県教育委員会ＨＰより） 

  



 

４８ 

 

定時制 

   カ 進路状況（令和４年３月卒業者） 

                                  （人） 

                    

 

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                              

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

４９ 

 

定時制・通信制 

２ 通信制の課程 

   ア 青森県立高等学校将来構想検討会議における答申（平成２８年１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ 県立高等学校教育改革推進計画基本方針 

     （平成２８年８月策定 ／ 令和２年８月改定） 

 

 

 

 

   ウ 概要 

     様々な事情により、全日制・定時制の高等学校に通学することができない

青少年に対して、通信の方法により高等学校教育を受ける機会を与える制

度。 

     近年においては、全日制課程からの転・編入学者や過去に高等学校教育を

受けることができなかった者など多様な入学動機や学習歴を持つ生徒が増え

てきている。 
 

   エ 設置校（令和５年度に生徒を募集した学校：３校） 

地区 設置校 学科等(R5 募集人数) 

東青 北斗 普通科(200) 

中南 尾上総合 普通科(150) 

三八 八戸中央 普通科(150) 

 

  

○ 定時制課程・通信制課程については、今後とも、様々な事情を抱える

生徒に高等学校教育を受ける機会を提供する役割を果たしていくため、

現状の配置の考え方を基本としながら、その充実について検討する必要

がある。 

○ 通信制課程においては、高等学校入学後の進路変更の機会として、後

期入学制度の導入について検討する必要がある。また、ＩＣＴを活用し

た教育方法について、研究を進める必要がある。 

○ 通信制課程においては、高等学校入学後の進路変更の機会としての後期入

学制度の拡充やＩＣＴを活用した教育方法の導入等について検討し、教育環

境の充実を図ります。 



 

５０ 

 

通信制 

   オ 入学状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校基本調査より） 

（参考：年齢別在籍生徒数の推移） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５１ 

 

定時制・通信制 通信制 

   カ 進路状況（令和４年３月卒業者。私立を含む。） 

                    （人） 

 

                    

 

                （学校基本調査、高等学校等卒業者の進路状況調査より） 

※「その他」とは、家事手伝いをしている者、外国の大

学等に進学した者、進路が未決定の者等。 

 入学した者、進路が未決定の者等。 

 

 

 

 

 

〔大学等進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔専修学校進学〕                             

 

 

 

 

 

 

 

〔就職〕                                 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 

（％） 

（人） 



 

５２ 

 

(1)全日制普通科単位制 多様な教育制度の現状 

３ 多様な教育制度の現状 

(1)全日制普通科単位制 

    ア 概要 

      全日制普通科において学年による教育課程の区分を設けず、決められた

単位を修得すれば、卒業が認められる制度。生徒の選択による主体的な学

習を通して、大学進学等の進路希望の達成を図る。 

 

    イ 導入校（４校） 

地区 導入校 学科等（R5 募集人数） 

東青 青森東 普通科(240) 

中南 弘前南 普通科(200) 

下北 田名部 普通科(200) 

三八 八戸北 普通科(240) 

 

    ウ 教育課程の例 

    （年次ごとに修得する科目の単位数を表したもの。１単位は週１時間。） 

 

  



 

５３ 

 

(2)総合選択制 多様な教育制度の現状 

(2)総合選択制 

    ア 概要 

      複数の学科を設置し、在籍する学科内の選択科目に留まらず、生徒の興

味・関心や進路選択に応じて、他の学科の科目を含め、多様な科目選択を

可能とする制度 

 

    イ 導入校（１校） 

地区 導入校 学科等（R5 募集人数） 

中南 弘前実業 商業科(80)、情報処理科(40)、家庭科学科(40)、 

服飾デザイン科(40)、スポーツ科学科(40) 

 

    ウ 教育課程の例 

（年次ごとに修得する科目の単位数を表したもの。１単位は週１時間。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５４ 

 

(3)併設型中高一貫教育 

(3)併設型中高一貫教育 

    ア 概要 

      同一の設置者による中学校と高等学校を接続し、６年間の計画的かつ継

続的な一貫した教育指導を行うことにより、生徒の資質・能力を最大限に

伸長し、進路希望の達成を目指すことを狙いとする。 

 

    イ 導入校（１校） 

地区 導入校 学科 併設中学校（R5 募集人数） 

上北 三本木 普通科 三本木高等学校附属中学校(80) 

 

    ウ 主な取組等 

     ・高校と中学校間、学年や分掌及び教科間の連携 

     ・数学及び英語における高等学校の内容の先取り学習 

     ・高校教員の中学校への乗り入れ授業 

     ・中学校における各教科における補充学習 

     ・中学生による企業・大学見学 

     ・中高合同行事の実施 … 課題研究発表、協働学習会など 

     ・部活動の中高合同実施 … 合同練習と中３（夏季大会終了後）での高等

学校部活動加入 

 

 

 



 

５５ 

 

Ⅱ 教育活動の充実に向けた取組 

Ⅱ 教育活動の充実に向けた取組 

ⅰ スクール・ミッション等 

１ 趣旨 

各校の特色ある教育活動の推進に資するよう、県教育委員会において、地域

の実情を踏まえながら、各校に求められる役割や目指すべき学校像等をスクー

ル・ミッションとして令和４年１２月に決定した。 

スクール・ミッションに基づき、一貫性を持って教育活動を進めるため、各

校において、育成すべき資質・能力、教育課程の編成及び実施、入学者の受入

れに関する具体的な方針をスクール・ポリシーとして、令和５年３月に策定し

た。 

今後は、スクール・ポリシー等に基づき、教育課程を編成・実施・評価・改

善するとともに、地域の人的・物的資源等を効果的に活用しながら、教科横断

的な視点で組織的かつ計画的に教育活動の充実を図るカリキュラム・マネジメ

ントを実施する。 
 
 

 

 

 

２ 対象校 

全ての県立高等学校 

 

ⅱ 「あおもり創造学」の推進 

１ 趣旨 

地域と協力しながら生徒一人一人の「ふるさとあおもり」への愛着や誇り、

夢を抱き未来に向かって挑戦する意欲を醸成するため、「持続可能な地域づく

り『あおもり創造学』プロジェクト事業」により、総合的な探究の時間等にお

いて、高校の所在する地域のみならず、自身が居住する地域や生まれ育った地

域等について理解を深める学習である「あおもり創造学」を進める。 
 

２ 推進校 

令和４年度：２６校、令和５年度：全ての県立高等学校 

 

ⅲ 地域校の活性化 

１ 趣旨 

地域校の活性化に向け、学校関係者と市町村関係者等で構成する地域校活性

化協議会における協議結果等を踏まえ、地域等と連携・協力しながら、自然、

歴史、文化、産業等の地域資源を活用した教育活動や地域課題の解決に向けた

教育活動を進めるなど、学校と地域等が一体となって教育環境の充実に取り組

む。 

 

  

＜県教育委員会＞ 
スクール・ミッション
（各校に求められる役割
や目指すべき学校像等）
の明確化 

＜高校＞ 
スクール・ポリシー
（一貫性を持って教育
活動を進めるための具
体的な方針）を策定 

＜高校＞ 
教育活動の充実を図る
カリキュラム・マネジ
メントを適切に実施 
 



 

５６ 

 

【学校と地域等の連携イメージ】 

 

 

 

 

 

 

②導入校 

 鰺ヶ沢高校、六ヶ所高校、大間高校、三戸高校 
 

２ 対象校 

鰺ヶ沢高校、六ヶ所高校、大間高校、三戸高校 

 

ⅳ コンソーシアム（共同事業体）の構築 

１ 趣旨 

グローバルな社会課題に係る探究活動や高校段階から大学レベルの教育・研

究に取り組むなど、生徒の進路志望に応じた高度な学びを提供するため、国内

外の高校や大学等と連携したコンソーシアムの構築等を進める。 

 

【共同事業体（コンソーシアム）の構築イメージ】 

 

 

  



 

５７ 

 

Ⅱ 教育活動の充実に向けた取組 

ⅴ 全国からの生徒募集 

１ 趣旨 

県外から目標を持った生徒を受け入れることにより、高校の活性化を進める

ため、高校が所在する市町村の意向等を踏まえながら、全国からの生徒募集を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 導入校 

鰺ヶ沢高校、柏木農業高校、大間高校、三戸高校、名久井農業高校 
 

ⅵ ドリカム人づくり推進事業 

１ 趣旨 

児童生徒の夢の実現や地域の活性化に向けて、児童生徒のアイディアを取り

入れ、向上心や積極的に学ぶ意欲などチャレンジする心をはぐくむ事業を企画

・展開する県立学校を推進校に指定し、「人づくり」を目指した活力あふれる

学校づくりを推進する。 

また、県全体の普通科等における教育の質の確保・向上に向けた重点校と各

校との連携や、県全体の職業教育を主とする専門学科における教育の質の確保

・向上に向けた拠点校と各校との連携を推進するため、推進校を指定し、取組

を支援する。 
 

２ 推進校 

県立学校１８校程度（毎年度指定） 
 

  

 導入校決定
（県教育委員
会と市町村

が協議） 

 
市町村から
の申し出 

 

   以下のいずれかに該当する高校（候補校）のうち、高校が所在する市町村から
支援を前提とする申し出があった高校について、県教育委員会と市町村が協議し
た上で導入校として決定 

 
  ①第２期実施計画において地域校とする高校 
  ②過去５年の定員充足率の平均が 90％以下の高校 
   

 導入校の決定方法 
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ⅶ スーパーサイエンスハイスクール（文部科学省事業） 

１ 概要 

将来の国際的な科学技術関係人材を育成するために、先進的な理数系教育を

実施する高等学校等をスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）として、文

部科学省が指定し、学習指導要領によらないカリキュラムの開発・実践や課題

研究の推進、観察・実験等を通じた体験的・問題解決的な学習等を支援する事

業。 

平成１４年度から実施し、令和４年度末現在、全国で２９０校を指定（文部

科学省ＨＰより）。 

 

２ 本県の指定校及び主な取組 

■ 県立弘前南高等学校（平成２８年度～令和４年度） 

・ １年次の全生徒が共通テーマで探究活動に取り組み、「探究の方法・プ

ロセス」について学習する。 

・ ２年次の全生徒に対して、講演会・講座を複数回実施し、地域課題につ

いて学ぶ。 

・ ３年次は、ＳＳＨクラス（南陵ラボⅢ）において、理科の応用実験を行

い、課題研究の内容を英語で発表することにより、科学的な想像力や発信

力を高める。 

また、２・３年次のＳＳＨクラス（南陵ラボⅡ・Ⅲ）において科学教育

プロジェクト（研究課題）に取り組み、科学的な思考力、実践力、創造

力、発信力をより高め、国際的な視野を持った科学技術人材を育成する。 

■ 県立青森高等学校（平成２９年度～） 

・ 第１学年の全生徒を対象に、学校設定科目「プロジェクト学習」とし

て、特定のテーマに基づく知識を身に付け、テーマと課題の違いを学んだ

のち、感心に応じてグループを形成し、３年間を通じて取り組む課題研究

の課題を設定する。 

・ 第２学年理型生徒を対象に、学校設定科目「ＳＳ探究」として、科学的

な課題研究を行う上で必要となる力を育み、研究内容をより充実したもの

とするためのスキルアップを行う。また、文型と合同で文理融合型の課題

研究に取り組む。 

・ 第３学年理型生徒を対象に、学校設定科目「ＳＳ創造」として、ＳＳ探

究を通じて育んだ力を活用し、１年間かけて実践してきた課題研究に人文

・社会学的視点からの考察を加えて内容を深化させ、個別に報告書を作成

する。 

・ その他、第１学年生徒及び第２・３学年理型希望生徒を対象に、放課後

ラボ、科学技術体験セミナー、企業・研究所体験研修、研究大会・発表会

等への参加、海外研修、サイエンス教室、フィールドワーク等に取り組

む。 
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Ⅱ 教育活動の充実に向けた取組 

ⅷ スーパーグローバルハイスクール（文部科学省事業） 

１ 概要 

急速にグローバル化が加速する現状を踏まえ、社会課題に対する関心と深い

教養に加え、コミュニケーション能力、問題解決力等の国際的素養を身に付け、

将来、国際的に活躍できるグローバル・リーダーを高等学校段階から育成する

ことを目的に、大学、企業、国際機関等と連携を図り、グローバルな社会課題

を発見・解決できる人材や、グローバルなビジネスで活躍できる人材の育成に

取り組む高等学校等をスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）として、文

部科学省が指定し、質の高いカリキュラムの開発・実践やその体制整備を進め

る事業。 

平成２６年度から平成２８年度までの間、全国で１２３校を指定（文部科学

省ＨＰより）。 

 

２ 本県の指定校及び主な取組 

■ 県立青森高等学校（平成２６年度～令和３年度） 

・ 本県の全方位的な海上アプローチの良さと物流拠点としてのポテンシャ

ルという大きな強みを生かした青森県ロジスティックス（※）戦略を視野

に入れ、青森県の農林水産物・伝統工芸品などの世界各国への販路拡大、

青森県への観光客誘致等を探究型学習の課題とする。 

・ 「多様性の理解に基づき課題を設定する力」「グローバルマインドに基

づく企画力」「ビジネスモデルの開発による理論と実践を融合する力」の

３つの力の育成を目標とした教育プログラムを開発する。 

・ 青森中央学院大学の東南アジアからの留学生やニュージーランド・ロー

ズヒルカレッジ高等学校、アメリカ・メイン州ホールデール高等学校との

協同学習やディスカッション等を通じて、異文化の中でのチームワークや

相互尊重の態度を培う。 
 

※ロジスティックス･･･ 原材料の調達、生産、保管、販売、情報などの全

体的な流れを統合的なシステムとして動かすこと。 

 


